
富岡中学校の感染症対策  
R5.5.8～ 

                 
今後は、感染症対策を工夫しながら日常生活を取り戻すことが重要と考えます。その中で、本

校では「自分の健康は自分で守る」ことを意識した生活習慣を身につけ、実践していける生徒の

育成を目指します。 

 

 

 

 

 

登校時 
・マスクはあくまで、自己判断での着用。着用している生徒、していない生徒どちら

にも配慮して対応します。（職員も同様） 

・朝の検温と健康観察を十分に行い、登校するよう家庭に呼びかけます。 

・健康観察カードの提出は求めません。 

・朝の会での健康観察をしっかり行います。 

授業中 
・手洗い、うがい、咳エチケットなど、基本的生活習慣については引き続き指導を 

行います。 

・体調が悪いときには無理をしないで申し出るよう伝えます。 

・換気は常に行い、グループ活動の際には距離が近すぎないよう配慮し、大声で騒 

ぐことがないよう工夫します。 

給食時 
・全員、給食前には石けんでしっかり手洗いを行うよう指導します。 

・給食当番の健康観察を確実に行います。（給食当番健康観察票をしっかり管理しま

す）体調不良者は給食当番を交代します。 

・給食当番はエプロンと三角巾を持参し、アルコール消毒を必ず行うよう指導します。 

・配膳時のビニール手袋は任意とします。 

・給食の黙食をする必要はありませんが、前を向いて食事のマナーに準じた指導をし 

ます。 

・給食時は窓をできるだけ開けておきます。（天気や気温に配慮） 

集会活動 
・基本的に、集会活動は例年通り実施します。しかし、リモートなどを効果的に活用

できる場面ではリモートとするなど、ICT活用も積極的に取り入れます。 

・換気や距離には注意をはらいます。 

・校内での感染状況などに応じて、その都度判断します。 

部活動 
・基本的な生活習慣の指導を適宜行い、換気や生徒の健康状態に注意しながら、活 

動を行います。 

その他 
〈給食後の歯みがき〉 

・昼休み、飛沫に気をつけながら、あいている水道で時間をみて行うこととします。 

〈消毒〉 

・各教室の前のアルコールスプレーボトルは今まで通り設置し、使用したい人が使用

できるようにします。 

〈体調不良者〉 

・微熱、咳等の風邪症状がある場合は、管理職に報告し、家庭へ連絡し、早退させる

ことを基本とします。 

・必要に応じてクラス全員の検温を行います。 

・本人や家庭と相談し、できる限りタブレットを活用したリモートでの授業を実施す

るなど、授業に遅れないよう学習面のサポートを行います。 

＊本校で感染症流行時はその都度対応を協議して、対応します。 

基本の方針 基本的生活習慣の確立で、自分の健康は自分で守ろう 


